
駆けつけた支持者と握手する玉城デニー氏＝�日、浦添市内間

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
対

し
玉
城
氏
は
選
挙
期
間
中
、

「
宜
野
湾
市
民
が
受
け
る
基

地
被
害
の
苦
し
み
を
名
護
市

民
に
背
負
わ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
翁
長
知
事
の
遺
志

を
継
ぎ
、
新
基
地
建
設
を
阻

止
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
」
と
訴
え
て
き
た
。
そ
の

上
で
、
来
年
２
月
に
期
限
を

迎
え
る
普
天
間
飛
行
場
の
５

年
以
内
の
運
用
停
止
に
つ
い

て
「
政
府
は
（運
用
停
止
の
）

約
束
を
守
る
べ
き
だ
」
と
主

張
し
て
い
る
。
埋
め
立
て
承

認
撤
回
に
対
し
て
は
「
全
面

的
に
支
持
す
る
。
撤
回
は
公

有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
き
適

正
に
判
断
し
た
も
の
だ
」
と

指
摘
し
て
き
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
玉
城
氏
は
政

策
で
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
社
会
」
の
実
現
を
目
指

す
と
宣
言
。
「
保
育
料
の
無

料
化
」「待
機
児
童
ゼ
ロ
」「子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
全
市
町
村
設
置
」
「
保

育
所
整
備
、
認
可
外
保
育
施

設
の
認
可
化
を
支
援
」
「
認

可
外
保
育
施
設
の
給
食
費
補

助
」
な
ど
を
掲
げ
て
き
た
。

　
玉
城
氏
は
１
９
５
９
年
�

月
�
日
、
う
る
ま
市
与
那
城

生
ま
れ
。本
名
は
玉
城
康
裕
。

人
気
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

が
、
政
治
家
を
志
し
、
２
０

０
２
年
に
沖
縄
市
議
に
初
当

選
。
�
年
に
衆
院
議
員
に
初

当
選
し
、
４
期
務
め
た
。
妻

・
智
恵
子
さ
ん
と
２
男
２

女
。

　
翁
長
雄
志
知
事
の
死
去
に
伴
う
第
�
回
沖
縄
県
知
事
選
挙
は
�
日
、
投
票
が
行
わ
れ
た
。
即
日
開
票
の
結
果
、
県
政
与

党
が
推
す
無
所
属
新
人
で
前
衆
院
議
員
の
玉
城
デ
ニ
ー
氏
（�
）が
、
政
権
与
党
が
推
す
無
所
属
新
人
で
前
宜
野
湾
市
長
の

佐
喜
真
淳
氏
（�
）＝
自
民
、
公
明
、
維
新
、
希
望
推
薦
＝
を
破
っ
て
初
当
選
を
確
実
に
し
た
。
最
大
の
争
点
だ
っ
た
米
軍

普
天
間
飛
行
場
の
名
護
市
辺
野
古
移
設
に
つ
い
て
玉
城
氏
は
反
対
を
公
約
に
掲
げ
、
翁
長
知
事
が
指
示
し
た
辺
野
古
埋
め

立
て
承
認
の
撤
回
を
支
持
し
て
い
る
。
知
事
選
で
県
民
は
辺
野
古
移
設
反
対
の
民
意
を
改
め
て
示
す
結
果
と
な
っ
た
。
辺

野
古
新
基
地
建
設
を
強
行
し
て
き
た
政
府
の
今
後
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。
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総決起大会を終え、有権者と握手をしながら会場を後にする玉城デニー氏＝�日、

那覇市の新都心公園

子どもに笑顔を振りまく玉城デニー氏＝�日、那覇市の繁華街

　
父
親
は
か
つ
て
沖
縄
に
駐

留
し
た
米
軍
人
。
自
ら
の
出

自
も
踏
ま
え
「
多
様
性
を
尊

重
し
、
寛
容
さ
の
あ
る
社
会

が
原
点
だ
」と
訴
え
て
い
る
。

　
「
皆
さ
ん
一
緒
に
、
私
た

ち
の
子
や
孫
の
た
め
に
、
こ

の
選
挙
戦
を
未
来
へ
の
懸
け

橋
と
し
て
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
。政
府
に
頼
ら
な
い
。

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
は
自
主
自

立
の
力
を
持
っ
て
い
る
。
一

人
一
人
の
力
を
結
集
し
て
い

こ
う
」
と
街
頭
の
県
民
に
呼

び
掛
け
た
。

　
行
政
や
政
治
の
勉
強
会
に

参
加
し
て
い
た
縁
で
２
０
０

２
年
に
政
界
へ
の
転
身
を
決

意
し
て
沖
縄
市
議
選
へ
出
馬

し
、ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
。

「
地
方
自
治
を
見
直
す
に
は

国
政
を
変
え
る
し
か
な
い
」

と
痛
感
し
、
�
年
に
民
主
党

公
認
で
国
政
に
初
挑
戦
し
た

が
落
選
。
�
年
に
政
権
交
代

の
波
に
乗
り
約
９
万
票
を
得

て
初
当
選
し
、
衆
議
院
議
員

を
４
期
務
め
た
。
母
子
家
庭

で
育
っ
た
経
験
か
ら
福
祉
政

策
の
重
要
さ
に
つ
い
て
思
い

入
れ
を
持
ち
「
格
差
の
な
い

社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
。

■「建白書」の実現を目指し、米軍普天間飛行場の早期閉鎖・

返還を求め、オスプレイ配備と辺野古新基地建設に反対する。

■日米地位協定の抜本的見直しや東村高江のヘリパッド使用中

止を求める。

■「誰ひとり取り残さない社会の実現」を目指し「子どもの貧

困対策計画」を着実に実施する。

■「給付型奨学金」をさらに拡充し、中高校生のバス通学を無

料にする。待機児童をゼロにする。

■保育料の無料化を目指す。子育て世代包括支援センターを全

市町村に設置する。公的施設を活用した放課後児童クラブの設

置促進。

■障がいのある方に対する職業的自立を推進する。

■介護従事者の雇用・労働環境などの処遇改善に努める。

■「沖縄県ＬＧＢＴ宣言」を行う。

■犬猫殺処分「ゼロ」から「廃止」へ。

■アジアのダイナミズムを取り入れ、日本経済をけん引する新

たな沖縄振興計画を策定する。大型ＭＩＣＥ施設建設を推進す

る。「万国津梁会議」を新設する。「琉球歴史文化の日」を制

定する。

■「沖縄県アジア経済戦略構想推進計画」を実施する。カジノ

に反対する。「正社員雇用拡大助成金事業」を推進。増税に反

対する。日台・日中漁業協定の見直しを求める。

（ ２ ）２０１８年（平成３０年）９ 月３０日 日曜日


